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小・申・高校生等をつなぎ、育てる 野外学習1
誌をヨ経験! コけよヨ自信! 買コ的~ヨ未来!
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34回目を迎える青少年育成県民会議の I小・
中・高校生等をつなきゃ、 青てる野外学習jが8月1

日から8月5日 (4泊5日)まで国立阿蘇青少年交

流の家で開催された。阿蘇での開催は3年目で小 ・

中・高・大学生 ・スタッフを含め89名が参加し

た。この野外学習のテーマは「試そう経験・つけよ

う自信 ・見つめよう未来リ 5日問、目標に向かっ

ていろいろなプログラムが組まれている。これまで

参加した子どもたちが小学生から中学生へ、また、

高校生になって班リーダーに成長。そして、大学生

になった卒業生はリータ一指導者として参加してい

る。青少年育成県民会議が目指してきた「次世代の

リーダーを育てるJという目標は30数年を経て、

今、着実に根を下ろし育っている。

まだ、課題はあるものの、世代間交流を通じて協

調性や指導力、生きる力力、青まれるこの事業は他に

類を見ない野外学習といえる。

一一11月は「子ども・若者育成支援強調月間」です。一一

福岡県青少年育成県民会議は、
-青少年自らが、次代を担う誇りと責任を自覚し、未来をきりひらき、希望に満ちて生きるように

-すべての大人が姿勢を正し、青少年に深い関心と理解を持ち、積極的に青少年の育成に努めるように

・県の青少年施策が一層の効果をあげるよう、相互の連携を図リ、総合的、計画的な活動ができるように

との願いをこめ、根づよく効果のある県民運動を展開することを目的に結成されました。
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太自然の恩恵ι脅威を実媛i体験l
f小・申・高校生等をつなぎ、育てる野外学習j

場所:園立阿蘇青少年交流の家(熊本県阿蘇市)

第34回福岡県青少年育成県民会議

時:2012年8月1日-8月5日

今
年
の
阿
蘇
で
の
野
外
学

習
は
、
特
別
な
も
の
に
な
っ

た。

7
月
初
め
に
起
き
た
北

部
九
州
豪
雨
で
多
く
の
犠
牲

者
と
被
害
を
う
け
た
阿
蘇
市

周
辺
は
ま
だ
そ
の
爪
痕
を

生
々
し
く
残
し
て
い
た
。
こ

の
野
外
学
習
の
開
催
も
危
ぶ

ま
れ
た
が
ス
タ
ッ
フ
、
関
係

者
の
努
力
と
準
備
の
お
か
げ

で
実
現
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
変
更
は

余
儀
な
く
さ
れ
た
が
、
こ
れ

ま
で
見
て
き
た
阿
蘇
の
大
自

然
の
雄
大
さ
、
美
し
さ
と
は

裏
腹
に
、
大
自
然
の
脅
威
を

実
感
、
体
験
し
た

5
日
間
で

も
あ
っ
た
。

5
日
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

*
1
日
目
・
出
発
式
(
県
庁
前
)
パ
ス
で
阿
蘇
へ

*
2
日
目

朝
食
と
昼
ご
は
ん
お
に
ぎ
り
づ
く
り

沢
登
り
中
止
の
た
め
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
変
更

①
ロ
ー
プ
で
綱
渡
り

(
自
分
を
信
じ
て
)

②
マ
キ
ン
グ

・
力
モ
フ
ラ
ー
ジ
ユ
(
五
感
)

③
私
は
誰
で
し
ょ
う
宣
言

ωヨ
一
・
想
像
力
)

④
忍
耐
ゲ
ー
ム

(
友
人
を
信
じ
て
)

⑤
ク
ラ
フ
ト
作
成
(
午
前
午
後
で
班
ご
と
交
替
)

*
3
日
目
朝
食
と
お
昼
の
お
に
ぎ
り
づ
く
り

名
水
探
検
(
阿
蘇
神
社
ま
で
4
キ
ロ
徒
歩
)

ピ
ザ
づ
く
り

・
ナ
イ
ト
ハ
イ
ク
(
満
天
の
星
観
察
)

*
4
日
目

杵
島
岳
登
山
(
草
千
里
ま
で
パ
ス
移
動
)

キ
ャ
ン
プ
フ
ア
イ
ヤ
|
-
テ
ン
ト
か
ら
本
館
へ
移
動

*
5
日
目

退
所
準
備

・
感
想
文
作
成
退
所
式

福
岡
へ
解
散
式
(
県
庁
前
で
)

自
然
を
相
手
に

f
柔
軟
に

f

阿
蘇
で
の
野
外
学
習
は
連
続
3
年
日

に
な
る
が
、
今
年
は
こ
れ
ま
で
と
は
全

く
違
う
風
景
だ
っ
た
。
阿
蘇
の
外
輪
山

を
は
じ
め
周
り
の
山
々
は
、
土
砂
で
茶

色
く
え
ぐ
ら
れ
た
山
肌
が
模
様
の
よ
う

に
点
在
し
、
寸
断
さ
れ
た
道
路
、
土
石

流
で
埋
ま
っ
た
草
原
は
実
に
痛
ま
し

か
っ
た
。
こ
の
災
害
は
野
外
学
習
に
も

大
き
く
影
響
し
、
沢
登
り
は
中
止
、
変

更
に
な
り
、
上
記
の

5
現
目
が
企
画
さ

れ
た
。
中
で
も
難
易
度
の
高
い
「
ロ
ー

プ
の
綱
渡
り
」
を
始
め
、
全
て
の
感
覚

と
集
中
力
を
駆
使
し
て
臨
む
も
の
ば
か

り
、
自
分
を
信
じ
、
友
人
を
信
じ
、
勇

園

e

敢
に
立
ち
向
か
う
、
わ
く
わ
く
ド
キ
ド
キ
の
体

一
験
に
歓
声
が
上
が
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
最
大

の
挑
戦
は

4
日
目
の
「
杵
島
岳
」
登
山
。
楳
高

1
2
0
0
m
だ
が
草
千
里
か
ら
は
約

6
0
0

m
、
炎
天
下
と
強
風
に
も
か
か
わ
ら
ず
ほ
ぼ
全

員
が
登
頂
。
し
か
し
、
頂
上
は
風
速

1
0
m
以

上
の
強
風
の
た
め
昼
食
を
断
念
。
小
さ
な
丘
超

…
え
を
し
て
下
山
、
駐
車
場
で
持
参
し
た
弁
当
を

…
食
べ
、
し
ば
し
の
休
憩
を
楽
し
ん
だ
。
自
然
を

-
相
手
の
野
外
学
習
は
、
天
気
に
左
右
さ
れ
、
特

-
に
山
の
天
気
は
変
わ
り
ゃ
す
く
状
況
判
断
を
問

e

違
え
る
と
事
故
に
繋
が
る
。
今
回
、
色
々
ハ
プ

・
ニ
ン
グ
は
あ
っ
た
が
、
自
然
を
相
手
に
、
冷
静

に
、
柔
軟
に
、
臨
機
応
変
に
対
応
し
な
け
れ
ば

…
な
ら
な
い
野
外
学
習
の
本
質
を
学
ぶ
こ
と
が
で

…
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ロープの綱渡り!自身を信じて!勇気とバランスが大事

n児童の権利!こ関する条約」ご存知でq1J

[条約の主な内容1
0子どもは、教育を受けることや遊ぶζとが認められるべきです。

O子どもは、自由に考え、信じるととが認められるべきです。

0家庭環境に恵まれない子どもに保護と援助が与えられるべきです。

O子どもは、あらゆる差別や暴力、虐待などの不当な扱いから守ら

れるべきです。

お問い合わせ先新社会推進部青少年課
TEL 092・643・3387



平
成

μ
年

8
月
間
日

ω福
岡
市
.

の
パ
ピ

ヨ
ン

μ
ガ
ス
ホ

l
ル
で
開

・

催
さ
れ
た
囲
碁
大
会
は
今
年
で
は

回
目
を
迎
え
た
。
今
年
は
山
人
の

参
加
が
あ
り
、

各
々
が
登
録
し
た

部
門
に
挑
戦
。
就
学
前
か
ら
高
校

.
-

異
年
齢
交
流
対
戦

O

ふ
れ
あ
い
囲
碁
教
室

.

囲
碁
指
導
者
研
修
会

O

講
演
会
(
安
田
泰
敏
九
段
)

.

安
田
泰
敏
九
段
に
よ
る
多
面

打
ち
の

6
項
目
で
、

2
会
場
に
分

か
れ
て
開
始
さ
れ
た
。

初
め
て
参
加
し
た
未
就
学
児
か

ら
、
県
知
事
杯
を
目
指
す
上
級
者

ま
で

、
特
に
メ
イ
ン

会
場
は
終

日
、
緊
張
感
あ
ふ
れ
る
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
た
。

生
ま
で
参
加
で
き
る
異
年
齢
交
流

対
戦
で
は
ほ
ほ
え
ま
し
い
対
決
も

見
ら
れ
た
。

今
年
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
左
記
の

と
お
り

。
県
知
事
杯
争
奪
戦

第14回福岡県青少年囲甚大会
知事杯争奪戦対戦結果

0小学生の部

成績 氏名 学校・学年 棋力

優勝 佐々木柊真 中間東小5年 5段

準優勝 福田啓太 西国分小5年 3段

3 位 若 狭 光 蔵 警固小5年 3段

女
ふ
れ
あ
い
囲
碁
教
室

初
心
者
を
中
心
に
聞
か
れ
て
い

る
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
安
田
九
段

が
最
も
力
を
入
れ
、
ま
た
世
界
に

発
信
し
て
い
る
事
業
で
も
あ
る
。

始
め
た
ば
か
り
の

5
歳
の
女
の
子

か
ら
高
校
生
ま
で
参
加
。
ス
タ
ッ

フ
や
保
護
者
も
加
わ

っ
て
、
「

一

目
取
ら
れ
た
ら
勝
負
あ
り
」
の
対

戦
は
相
手
を
替
え
て
何
局
で
も
で

き
る
。
対
戦
数
の
最
多
は
日
回

で、

2
人
が
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
。

全
勝
し
た
人
と

一
番
負
け
数
の
多

か
っ
た
人
に
も
安
田
九
段
の
色
紙

が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
、
「
こ
れ
か

ら
も
囲
碁
を
楽
し
ん
で
欲
し
い」

と
エ

l
ル
を
送

っ
た
。

そ
の
後
、
指
導
者
研
修
会
が
開

催
さ
れ
た
。

0中学生の部

成績 氏名 学校 ・学年 棋力

優勝 岡 俊寿 高須中 1年 7段

準優勝 寺下龍太郎 筑陽学園中 1年 6段

3 {立 波多野寛太 城西中2年 6段

0高校生の部

成 績 氏名 学校 ・学年 棋力

優勝 今泉 {石墨 早稲田佐賀高3年 6段

準優勝 塩田真 朗 ひびき高 1年 6段

3 {立 友田達也 小倉高 1年 6段

安
安
田
九
段
に
よ
る
多
面
打
ち

安
田
九
段
が
多
く
の
子
ど
も
た

ち
と
同
時
に
対
局
す
る
多
面
打
ち

コ
ー
ナ
ー
は
毎
年
人
気
の
あ
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
、

今
年
は
は
人
の
子

ど
も
が
エ
ン
ト
リ
ー
。

参
加
し
た
小
学
校

3
年
生
の
女

の
子
は
、
「
プ
ロ
と
対
戦
し
て
み

た
か

っ
た
。
や
は
り
プ
ロ
は
す
ご

シ」
。

い
な
」ま

た
、

親
子

で
囲
碁
教
室

に

通

っ
て
い
る
母
親
は
「
子
ど
も
に

プ

ロ
の
打
ち
方
を
体
験
さ
せ
た

か

っ
た
の
が
今
日
の
応
募

の
動

機
」
と
い
う
。

対
局
後
、
安
田
プ

ロ
の
丁
寧
な

個
別
指
導
が
あ
り
、
子
ど
も
た
ち

は
真
剣
に
聞
き
入

っ
て
い
た
。

、幅 一 .~ コロ がある .

ミ弓〆 西日本シティ銀行

いつもそこに、いつでもそばに。

園
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自分の視点と豊かな表現で
今、中学生が

訴えたいζ と

昭
和
引
の
年
の
国
際
児
童
年
を
契
機
に
始
め
ら
れ
、
今
年

で
鈍
回
目
を
迎
え
た
「
少
年
の
主
張
福
岡
県
大
会
」
は
過

去
最
多
の
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
、
閉
幕
し
て
閏
も
な
い

8
月
内
日
に
、
市
制
施
行
犯
周

年
と
な
る
太
宰
府
市
の
中
央
公
民
館
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

今
回
、

一
万
二
千
点
余
の
応
募
作
品
が
あ
り
、
各
学

校
、
各
地
域
で
選
抜
さ
れ
た
一

O
二
九
点
の
申
か
ら
、
厳

正
な
審
査
を
経
て
最
終
選
考
に
残
っ
た
一
五
名
の
中
学
生

が
、
日
常
生
活
の
想
い
や
考
え
、
感
銘
を
受
け
た
こ
と
を

発
表
し
ま
し
た
。

晴れやかな顔の入賞者。おめでとう。

. .. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ... .. . . . . . . . . . . . . . .. .. . .. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 
今
大
会
は
、
太
宰
府
市
少
年
育
成
市
民
の
会
を
は
じ

め
、
太
宰
府
市
、
太
宰
府
市
教
育
委
員
会
と
の
共
催
で
聞

か
れ
、
太
宰
府
高
校
の
栗
原
佑
実
さ
ん
、
相
庭
奈
美
さ

ん
、
有
江
由
佳
さ
ん
の
三
名
が
司
会
を
務
め
、
「太
宰
府

手
話
の
会
」
の
み
な
さ
ん
の
手
話
と、

要
約
筆
記
を

「太

宰
府
要
約
筆
記
の
会
ち
く
し
」
の
み
な
さ
ん
の
協
力
で
進

め
ら
れ
ま
し
た
。
太
宰
府
市
青
少
年
育
成
市
民
の
会
の
柳

原
荘

一
郎
副
会
長
の
開
会
の
こ
と
ば
か
ら
始
ま
り
、
つ
づ

い
て
右
田
喜
章
福
岡
県
青
少
年
育
成
県
民
会
議
会
長
が、

「青
少
年
の
成
長
期
に
あ
た
る
中
学
生
が
、
日
常
生
活
の

中
で
の
出
会
い
や
想
い
を
自
分
の
目
で
見
、

頭
で
考
え、

言
葉
で
語
る
と
い
う
経
験
を
し
て
い
た
だ
き
、

会
場
の
皆

様
に
は
、

今
の
中
学
生
の
考
え
に
理
解
と
関
心
を
示
し
て

い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。
発
表
さ
れ
る
み

な
さ
ん
は
、

自
分
が
福
岡
県
中
学
生
の
代
表
で
あ
る
と

い

う
想
い
で
自
信
を
も

っ
て
発
表
し
て
ほ
し
い
」
と
挨
拶、

ま
た
太
宰
府
市
青
少
年
育
成
市
民
の
会
の
御
田
良
知
会
長

が
開
催
地
を
代
表
し
て

「た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん
の
前
で
自

分
の
意
見
を
は

っ
き
り
と
語
り
、
あ
な
た
達
を
支
え
て
く

れ
た
先
生
方
や
保
護
者
の
方
の
心
も

一
緒
に
発
表
し
て
く

だ
さ
い
」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

代
表
の
発
表
テ
l
マ
は
、

東
日
本
大
震
災
か
ら
学
ん
だ

こ
と
や
、
命
の
大
切
さ
と
家
族
の
紳
、
現
代
社
会
を
反
映

し
て
い
る
い
じ
め
や
児
童
虐
待
、
弱
者
や
身
体
へ

の
差
別

の
問
題、

人
と
人
と
の
繋
が
り
の
大
切
さ
な
ど
多
岐
に
わ

た
る
も
の
で
し
た
。
ど
の
発
表
も
中
学
生
ら
し
い
素
直
な

言
葉
で
、
会
場
の
聴
衆
に
深
い
感
銘
を
与
え
ま
し
た
。

発
表
終
了
後
に
は
、

宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構

(J
A

X
A
)
・
宇
宙
科
学
研
究
所
で
研
究
員
と
し
て
イ
オ
ン
エ

ン
ジ
ン
開
発
と

「は
や
ぶ
さ
」
運
用
に
従
事
し
て
い
る
細

田
聡
史
氏
に
よ
り
「
小
惑
星
探
査
機
は
や
ぶ
さ
に
夢
を
託

し
て
」
と
題
し
て
、
困
難
に
ぶ
つ
か

っ
て
夢
を
諦
め
な
い

.. . . . . . . . . . . . . . . . . .. . .. . . . . . . . 
大
切
さ
に
つ
い
て
の
特
別
講
演
が
あ
り
、
会
場
の
皆
さ
ん

は
未
知
の
世
界
宇
宙
へ
の
想
い
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

審
査
の
結
果、

県
知
事4

賞
に
は
「
違
い
を
受
け
止
め
て
」

を
発
表
し
た
、
大
木
町
の
大
木
中
学
校
二
年
の
中
村
愛
実

さ
ん
が
選
ば
れ
、
日
月
日
日
東
京
で
開
か
れ
る
全
国
大
会

に
県
代
表
と
し
て
推
薦
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
県
教
育
委
員
会
賞

・
優
秀
賞
第

一
席

・
審
査
委

員
会
特
別
賞
は
次
頁
に
、
そ
の
他
の
優
秀
賞
受
賞
者
は
左

記
に
紹
介
し
ま
す
。

次
回
開
催
地
は、

緑
と
自
然
の
城
下
ま
ち
柳
川
市
で
平

成
お
年
8
月
の
予
定
。

固

(発表順)

氏 名 題 名 市町村名 学校名 学年

花田 備 希 自分らしく 中間市 中間中学校 3年

閉石 j京香 困難を乗り越え、気づいたこと 中 間 市 中間中学校 3年

後 藤 加奈子 私がみんなに伝えたいこと 太宰府市 学 業 院中学校 3年

坂 田旭之輔 ぼくらの日本 嘉 麻市 嘉 穂中 学校 2年

原因問日朔 スポーツの力 太宰府市 太宰府西中学校 3年

武井 梨 香 後悔をばねにした夢探し 朝倉市 秋月中学校 3年

大家裕之 祖父と僕の夢 芦屋町 芦屋 中 学校 3年

後 藤 舞香 将来の夢 中 間 市 中間南中学校 3年

永原奈於 ボランテイ アに行って 大任町 大任中学校 1年

前 原 一 心 「福幸Jへの道 飯塚市 二瀬中学校 1年

川口惣大 僕の弟 行 橋 市 今元中学校 2年

優秀賞受賞者



当
に
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。

e

残
り
ま
す
。

私
は
「
変
だ
」
と
言
わ
れ
、
傷
つ
い
た
日
、
そ
の
女
性
か
ら
み
ん
な
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
こ
の
顔
の
あ
ざ
、

「単
純
.
り
ま
し
た
。
「
体
に
ど
ん
な
傷
が
あ
ろ
う
と
自
分

…
性
血
管
腫
」
に
つ
い
て
調
べ
て
み
ま
し
た
。

・
は
自
分
。
自
分
の
意
志
を
持
っ
て
自
分
の
足
で

一

こ
れ
は
、
生
ま
れ
た
時
か
ら
存
在
す
る
平
ら
歩

一
歩
未
来

に
向
か
っ
て
歩
い
て
く
だ
さ
い
」

.
な
あ
ざ
で
、
毛
細
血
管
が
拡
張
し
て
い
る
た
め
・
と
。
私
は
こ
の
言
葉
に
と
て
も
励
ま
さ
れ
、
少
し

赤
く
見
え
る
の
で
す
。
自
然
に
消
え
る
こ
と
は
¥
ず
つ
で
す
が
、
勇
気
が
わ
い
て
き
ま
し
た
。

な
く
、
大
き
さ
、
形
、
色
は
様
々
で
、
顔
面
や
…
み
な
さ
ん
、
み
な
さ
ん
は
、
自
分
と
違
う
も

頭
部
に
で
き
た
も
の
が
、
成
人
に
な
る
と
盛
り
…
の
、
顔
、
体
、
性
格
、
考
え
の
違
い
な
ど
、
違
い

・
上
が
っ
て
き
た
り
、
ま
ぶ
た
に
あ
る
も
の
は
、
…
を
受
け
止
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
。
違
う
こ
と

将
来
視
覚
障
害
を
引
き
起
こ
し
た
り
す
る
こ
と
。
だ
け
を
問
題
に
し
て
、
自
分
や
周
り
の
人
の
良
い

も
あ
る
そ
う
で
す
。
い
つ
、
ど
こ
で
で
き
た
の
と
こ
ろ
を
見
逃
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

か
わ
か
ら
な
い
こ
の
病
気
に
は
本
当
に
た
く
さ
み
ん
な

一
人

一
人
の
素
晴
ら
し
い
個
性
が
あ
り

ん
の
人
が
悩
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
ま
す
。
生
ま
れ
た
時
か
ら
変
わ
ら
な
い
も
の
、
心

そ
し
て
、
こ
の
病
気
に
関
す
る

一
つ
の
サ
イ
。
と
体
が
成
長
す
る
中
で
、
新
し
く
創
り
あ
げ
て
き

ト
が
目
に
止
ま
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
私
と
同
じ
…
た
も
の
。
そ
の

一
人

一
人
の
違
い
を
大
切
な
個
性

「
単
純
性
血
管
腫
」
に
か
か
っ
た
女
性
の
も
の
…
と
し
て
、
お
互
い
に
受
け
止
め
、
認
め
合
い
、
尊

e

で
し
た
。
そ
の
人
は
私
と
は
逆
で
右
の
頬
の
あ
…

重
し
合
う
こ
と
が
、
み
ん
な
の
幸
せ
、
明
る
い
社

ざ
で
す
。
今
は
も
う
結
婚
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
…
会
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
で

皆
さ
ん
、
皆
さ
ん
は
、
自
分
の
体
の
こ
と
で
.
高
校
生
の
時
、
人
に
言
わ
れ
た
く
な
か
っ
た
言

…
し
よ
う
か
。

悩
ん
だ
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
ま
た
、
み
ん
・
葉
は
何
だ
と
思
い
ま
す
か
。

e

私
は
、
人
と
違
う
も
の
を
持
っ
て
い
ま
す
。
し

な
と
は
違
う
こ
と
を
ど
う
受
け
止
め
て
い
ま
す
「
あ
ざ
」
の
こ
と
で
は
な
く
、
意
外
に
も
.
か
し
、
こ
ん
な
病
気
や
人
の
偏
見

・
差
別
に
負
け

か
。

「
大
変
そ
う
」
と
い
う
言
葉
だ
っ
た
そ
う
で
ず
、
自
分
は
自
分
と
受
け
止
め
、
周
り
の
人
、
み

私
の
左
の
頬
に
は
あ
ざ
が
あ
り
ま
す
。
私
は
.
す
。
「
大
変
そ
う
」
と
言

っ
た
人
は
軽
い
気
持
ん
な
と
支
え
合
い
な
が
ら
未
来
に
向
か
っ
て
前
進

幼
い
頃
、
こ
の
あ
ざ
の
こ
と
を
あ
ま
り
気
に
し
・
ち
で
言

っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
「
大
し
続
け
よ
う
と
思
い
ま
す
。

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
小
学

校

五

年

変

そ
う
」
と
い
う
優
し

生
の
頃
、
年
下
の
男
の
子
と
話
し
て
い
た
時
、
い
言
葉
で
、
み
ん
な
と

「
何
で
あ
ざ
が
あ
る
と
つ
」
と
聞
か
れ
ま
し
た
。

違
っ
て
い
る
こ
と
を

「
分
か
ん
な
い
。
で
も
た
い
し
た
こ
と
じ
ゃ
「
大
変
」
に
し
て
い
る

な
い
よ
」
と
言
い
返
し
た
と
こ
ろ
、
「
で
も
顔
の
は
そ
の
人
た
ち
で

に
あ
ざ
が
あ
る
の
何
か
変
ゃ
ん
?
」
と
言
わ

れ

す

。
そ
れ
は
差
別
、
偏

ま
し
た
。
私
は
、
「
あ
は
は
、
そ
う
だ
ね
」
と
見
以
外
の
何
も
の
で
も

平
気
な
そ
ぶ
り
を
し
ま
し
た
が
、
心
の
中
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

と
て
も
傷
つ
い
て
い
ま
し
た
。

「少
し
だ
け
人
と
は

ま
た
、
中
学
校
に
入
学
し
て
す
ぐ
、
違
う
小
違
う
」
そ
れ
だ
け
で
変

学
校
の
人
か
ら
「
な
ん
か
あ
ざ
が
あ
る
と
障
害

な
見
方
を
さ
れ
た
り
、

者
み
た
い
で
、
変
だ
ね
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
も
決
め
つ
け
ら
れ
た
り
す

今
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
時
ま
で
、
私
は
友
だ
ち
に
る
の
は
悲
し
く
て
、
悔

門
恵
ま
れ
て
い
て
、
頬
の
あ
ざ
な
ん
て
気
に
し
て
し
く
て
、
と
て
も
つ
ら

旧
い
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
見
か
け
の
違
い
だ
け
い
気
持
ち
に
な
り
ま

第
で
自
分
の
全
て
が
変
だ
と
言
わ
れ
た
よ
う
で
、
本
す
。
心
の
傷
と
し
て
も

県
知
事
賞
を
受
章
し
た
中
村
愛
実
さ

ん
の
作
品
と
県
教
育
委
員
会
賞
優
秀

賞
第
一
席
、
審
査
委
員
会
特
別
賞
の

三
人
を
紹
介
し
ま
す
。

県 知 事賞

中村愛実さん

(大木中学校2年)

「
違
い
を
受
け
止
め
て
」

県教育委員会賞

野瀬由理業さん
(中間束中学校3年)

『神様が
くれたもの』何事の大切さ』

…
悩
み
を
持
ち
な
が
ら
も
、
そ
れ
を
い
か
に
…
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

…
乗
り
越
え
て
克
服
し
て
い
く
か
、
あ
る
い
…
県
知
事
賞
を
受
け
ら
れ
た
中
村
愛
実
さ

審
査
委
員
長
蒲
原
由
和
…
は
い
っ
た
か
、
そ
の
糧
が
身
の
回
り
の
人
…
ん
も
同
様
で
あ
り
、
自
分
の
身
体
の
悩
み

い
ろ
ん
な
悩
み
や
ス
ト
レ
ス
、
組
織
に
…
達
、
あ
る
い
は
社
会
、
学
校
の
仲
間
た
ち
…
を
率
直
に
語
り
か
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ

対
す
る
複
雑
な
想
い
な
ど
が
込
め
ら
れ
…
に
良
い
影
響
を
与
え
て
く
れ
た
か
な
ど
、
…
れ
を
乗
り
越
え
て
、
前
に
進
も
う
と
い
う

…
気
持
ち
は
非
常
に
我
々
の
胸
に
迫
る
も
の

で
、
い
ず
れ
も
率
直
に
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
・
そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
に
も
審
査
員
み
ん
な
-…

が
あ
り
ま
し
た
。
自
分
が
乗
り
越
え
て
い

に
現
れ
て
い
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
審
査
・
が
着
目
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
当
然
主
張
で
…

L
で
な
く
周
り
の
人
た
ち
に
も
勇
気

に
あ
た
っ
て
は
困
難
を
極
め
ま
し
た
が
、
…
す
か
ら
平
論
で
も
あ
リ
ま
せ
ん
し
、
単
な

…

-一-E

…
を
与
え
る
も
の
で
し
た
。

単
に
表
現
力
が
豊
か
で
あ
る
と
か
、
構
成
…
る
報
告
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
か
リ
も
の
で
…
選
に
漏
れ
た
仲
間
の
作
品
に
も
心
に

が
し
っ
か
り
し
て
い
る
と
い
う
だ
け
で
な
…
な
い
自
分
の
言
葉
で
自
分
の
主
張
を
展
開

…
残
っ
た
作
品
が
沢
山
あ
り
ま
す
。
そ
の
作

く
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
日
々
の
出
来
事
や
身
…
す
る
と
い
う
こ
と
が
大
事
で
す
。
そ
の
た
…
品
を
是
非
本
日
の
大
会
が
終
わ
っ
て
も
家

の
回
り
の
こ
と
、
小
さ
な
悩
み
、
家
庭
の
…
め
に
は
自
分
の
視
点
が
な
い
と
行
け
ま
せ

…
庭
や
学
校
に
持
ち
帰
っ
て
改
め
て
か
み
し

こ
と
、
家
族
の
こ
と
な
ど
、
い
ろ
ん
な
…
ん
。
本
日
の
同
人
の
皆
さ
ん
に
は
見
事
に
…
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

圃

審

査

講

評

優秀賞第一席

戸根瞳さん
(泉中学校 2年)

rChange the FukuokaJ : 

審査委員会特別賞

ハ尋南美さん
(幸袋中学校3年)



第 185号

入
賞
作
品
紹
介

県
民
会
議
が
普
及
を
す
す
め
る
「
家
庭
の

日」

・
「
オ
ア
シ
ス
運
劃
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
作

文
と
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
制
点
の

作
文
と
制
点
の
ポ
ス
タ
ー
の
応
募
が
あ
り
ま
し

た
。
第
一

次
審
査
、
第
二
次
審
査
を
経
て
、
そ

れ
ぞ
れ
、
最
優
秀
員

1
点
、
優
秀
葺

5
点
、
奨

励
員
加
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
最

優
秀
員
に
選
ば
れ
た
作
田
を
紹
介
し
ま
す
。

〈〉
作
文
の
部

最
優
秀
賞
。

誕

生

会

芦
屋
町
立
芦
屋
中
学
校
二
年

松

井

紗

和

子

私
は
誕
生
会
と
は
、
生
ま
れ
た
こ
と
を
祝
っ

て
も
ら
う
も
の
だ
と
思
っ
て
き
た
。
し
か
し
、

今
年
の
二
月
、
そ
の
考
え
は
変
わ
っ
た
。

私
に
は
二
人
の
祖
母
が
い
る
。
一

人
は
母
方

の
祖
母
で
、

一
緒
に
暮
ら
し
て
い
る
。
も
う
一

人
は
父
方
の
祖
母
で
、
私
の
家
の
隣
に
父
の
兄

の
家
族
と
一
緒
に
暮
ら
し
て
い
る
。

私
達
二
家
族
は
、
お
正
月
や
お
盆
な
ど
の
年

中
行
事

4

に
は
、
ど
ち
ら
か
の
家
で
食
事
会
を
し

た
り
し
て
、

一
緒
に
過
ご
し
て
い
る
。

な
か
で
も
私
が

一
番
楽
し
み
に
し
て
い
る
の

は
、
誕
生
会
だ
。
大
人
の
誕
生
会
が
二
人
ず
つ

閉
じ
月
な
の
で
、
毎
回
そ
の
月
は
二
家
族
で
外

食
し
て
、
そ
の
後
ど
ち
ら
か
の
家
で
ケ

l
キ
を

食
べ
た
り
、
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
し
て
い
る
。
こ

の
誕
生
会
は
、
私
が
幼
い
頃
か
ら
し
て
い
る
、

私
達
家
族
な
ら
で
は
の
恒
例
行
事
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、

今
年
の
二
月、

一
緒
に
住
ん
で

い
る
祖
母
が
骨
折
の
た
め
入
院
し
て
参
加
で
き

な
か
っ
た
。
し
か
も
、
そ
の
回
は
祖
母
二
人
が

主
役
の
誕
生
会
だ
っ
た
の
だ
。
主
役
が
い
な
い

誕
生
会
は
と
て
も
寂
し
い
も
の
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
。

日
頃
、
祖
母
に
注
意
さ
れ
る
と
、
つ
い
か
っ

と
な
っ
て
反
抗
し
て
し
ま
う
。
そ
し
て
毎
回
ケ

ン
カ
に
な
る
。
そ
の
後
は
決
ま
っ
て
、
祖
母
が

母
に
報
告
し
、
私
は
母
か
ら
も
怒
ら
れ
る
こ
と

に
な
る
の
だ
。
こ
れ
が
毎
日
の
よ
う
に
く
り
返

さ
れ
る
。

で
も
、
そ
の
日
初
め
て
祖
母
が
い
な
い
こ
と

の
寂
し
さ
を
実
感
し
た
。
そ
し
て
、
改
め
て
誕

生
会
と
い
う
も
の
の
意
味
を
考
え
て
み
た
。

誕
生
会
|
そ
れ
は
、
生
ま
れ
た
こ
と
へ
の
お

祝
い
と
い
う
意
味
も
も
ち
ろ
ん
あ
る
が
、
自
分

を
産
ん
で
く
れ
た
こ
と
に
感
謝
す
る
会
で
も
あ

る
と
思
っ
た
。

私
が
こ
こ
に
存
在
す
る
の
は
、
ハ
メ
や
母
の
お

か
げ
で
あ
り
、
父
や
母
の
存
在
も
ま
た
、
祖
父

や
祖
母
の
お
か
げ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
た

く
さ
ん
の
人
々
の
命
の
つ
な
が
り
が
あ

っ
た
か

ら、

今、

私
が
存
在
す
る
の
だ
。

だ
か
ら
、
こ
れ
か
ら
誕
生
会
で
は
、
自
分
の

命
の
重
み
を
感
じ
、

家
族
へ
感
謝
す
る
日
に
し

た
し
。

私
達
家
族
に
と
っ
て
は
、
こ
の
龍
生
会
が
、

家
族
の
紳
を
深
め
る
日
に
な
っ
て
い
る
。
だ
か

ら
、
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
、
こ
の
誕
生
会
を
家

族
み
ん
な
で
続
け
て
い
き
た
い
。

そ
の
た
め
に
、
祖
母
達
に
は
長
生
き
し
て
も

ら
い
た
い
。

誰
か
の
誕
生
日
の
と
き
は
、
と
び

っ
き
り

祝

っ
て
あ
げ
た
い
し
、
私
が
誕
生
日
の
時
は
、

た
く
さ
ん
の
人
に
感
謝
し
よ
う
。

固

〈
〉
ポ
ス
タ
ー
の
部

最
優
秀
賞
。

宗
像
市
立
河
東
中
学
校

2
年

坂

田

七

海

〈〉
作
文
の
部

優

秀
賞

。

〈〉
ポ
ス
タ
ー
の
部

優

秀
賞
〈
〉

み
や
ま
市
立
下
庄
小
学
校
1
年

中
間
市
立
中
関
東
小
学
校
2
年

福
江
友
李
矢

中
山

聡
太

行
橋
市
立
延
永
小
学
校

3
年
井
手
口
テ
イ
ナ

苅
田
町
立
白
川
小
学
校

6
年
申
西
員
衣
加

久
留
米
市
立
津
福
小
学
校
3
年

池
田

目

輝

遠
賀
町
立
浅
木
小
学
校

6
年

酉
依
由
里
香

芦
匡
町
立
芦
屋
中
学
校

2
年

内

海

愛
梨

宗
像
市
立
河
東
中
学
校

2
年

中

山

+
利
時
化

遠
賀
町
立
遠
賀
中
学
校

3
年

近

藤

福
岡
県
立
嘉
穂
総
合
高
等
学
校
2
年

雷

田

妃
乃

美
優



題

第 185号

話の或4h
 

「
あ
い
さ
つ
、

声
か
け
運
動
」

街
頭
啓
発
を
実
施

宇
美
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議

本
町
民
会
議
で
は
、
人
と
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
原
点
で
あ
る
「
あ
い
さ
つ
」
を
重
要
課
題

と
し
て
、
家
庭
・

学
校
・

地
域
が

一
体
と
な
り
気
軽

に
挨
拶
が
で
き
る
、
明
る
く
住
み
よ
い
宇
美
町
を
目

指
し
て
平
成
旧
年
度
に
「
あ
い
さ
つ
・

声
掛
け
運
動

宣
言
」
行
い
、
継
続
推
進
し
て
い
ま
す
。

平
成
お
年
度
に
つ
い
て
も
更
な
る
「
あ
い
さ
つ
・

声
か
け
運
動
」
の
広
が
り
を
目
的
と
し
て
平
成

M
年

3
月
7
日
附
早
朝
の
通
学
通
勤
時
間
に
、

J
R
宇
美

駅
前
広
場
で
街
頭
啓
発
を
実
施
し
ま
し
た
。

当
日
は
多
数
の
構
成
団
体
か
ら
の
参
加
が
あ
り
、

啓
発
ジ
ャ

ン
パ
ー
、
た
す
き
を
身
に
ま
と
い
、
町
民

と
「
占
め
い
さ
つ
」
を
交
わ
し
あ
い
、

子
ど
も
た
ち
に

笑
顔
で
「
学
校
が
ん
ば

っ
て
ね
」
な
ど
の
「
こ
え
か

け
」
を
行
い
ま
し
た
。

糸
田
町
青
少
年
健
全
育
成
推
進
会
議

創
立
初
周
年
記
念
行
事

国
際
交
流
高
校
生
の
集
い
・

m
田
川

糸
田
町
青
少
年
健
全
育
成
推
進
会
議

糸
田
町
国
際
交
流
振
興
会
刊
周
年
と
糸
田
町
青
少

年
健
全
育
成
推
進
会
議
創
立
却
周
年
と
共
催
で
招
鴨

す
る
オ
イ
ス
カ
西
日
本
研
修
セ
ン
タ
ー

(
叩
か
国
一

地
域
)
か
ら
来
町
す
る
海
外
研
修
生
と
の
田
川
市
郡

内

(
5
校
)
の
高
校
生
と
の
記
念
交
流
が
催
さ
れ
ま

し
た
。

一--一'

最
初
に
、

ニ
ュ
ー
ス
ポ

l
ツ
で
交
流
を
図
り
、
次

に
名
刺
交
換
、
班
別
ト

l
ク
、
茶
話
会
な
ど
、
片
言

の
日
本
語
と
あ
や
ふ
や
な
英
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

l

シ
ヨ
シ
を
と
り
、
と
て
も
和
や
か
な
雰
閤
気
で
し
た
。

そ
し
て
、
海
外
研
修
生
の
自
国
の
踊
り
や
遊
び
を

一
緒
に
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
海
外
研
修
生
、
高
校

生
に
と
っ
て
良
い
思

い
出
に
な
り
、
こ
れ
か
ら
の
人

生
に
と
っ
て
大
き
な
財
産
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

全員参加が自慢です!

第20回岡垣町青少年の主張大会

岡垣町青少年健全育成町民会議

町
民
会
議
で
は
①
校
区
育
成
活
動

②

通

学
合
宿

「夢
の
体
験
塾
」
③
青
少
年
の
主
巴張
大
会
を

3
本
柱

に
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
青
少
年
の
主
張
大
会
に

は
小

・
中
学
校
の
協
力
を
得
て
、

5
・
6
年
生
と
中

学
生
全
員
が
参
加
し
ま
す
。
日
頃
思
っ
て
い
る
こ
と

や
意
見
を
作
文
に
し
、
予
選
会
を
行
っ
て

5
校
区
で

代
表
各

3
人
を
選
出
。
青
年

2
人
を
合
わ
せ
て
げ
人

が
毎
年

9
月
お
日
に
阿
国
一サ
ン
リ

l
ア
イ
で
発
表
を

行
い
ま
す
。
全
員
参
加
が
こ
の
大
会
の
自
慢
で
す
。

当
日
は
中
学
生
の
司
会
で
進
行
し
、
発
表
内
容
や
そ

の
態
度
に
会
場
の
人
た
ち
は
感
動
し
、
思
わ
ず
涙
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

も
っ
と
多
く
の
人
た
ち
に
聞
い
て
ほ
し
い
と

P
R

に
努
め
て
い
ま
す
。

圃



目
白
図
国
厨
目
白

日

主
な
行
事

(
7
月
羽
田
以
降、

円
月
日
固
ま
で
)

2

7
月旧

日
附
少
年
の
主
張
第
l
次
審
査

お
日
間

「野
外
学
習
」
下
見

M
白
川
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
養
成
事

業
実
行
委
員
会

育
連
協
常
任
委
員
会

出
日
附
少
年
の
主
張
第
2
次
審
査

羽
田
岡

第
2
回
福
岡
県
少
年
囲
碁
大
会

…

実
行
委
員
会

8
月1

日
附

1
5
日
同

小
・
中

・
高
校
生
等
を
つ
な

ぎ
育
て
る
、
野
外
学
習

同
日
凶

福
岡
県
青
少
年
囲
碁
大
会

同

日

制

少
年
の
主
張
福
岡
県
大
会

引
白
川

青

年
リ
ー
ダ
ー
研
修
実
行
委
員
会

e

n日
附

ジ
ュ
ニ
ア
リー
ダ
ー
研修
実
行
委
員
会

引
日
倒

第

3
回
理
事
会

青
連
協
8
月
定
例
常
任
委
員
会

9
月
-----

旧
日

間

第

6
回
広
報
部
会

(以降、山
/
9

・n・初
、U
/
6

・凶
)

青
年
リ
ー
ダ
ー
実
行
委
員
会

同
日
制

育
連
協
9
月
定
例
常
任
委
員
会

出
日
開

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
実
行
委
員
会

e

m日
同

i
初
日
制

青
年
リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修
会

叩
月叩

日
附
マ
ラ
ソ
ン
事
務
局
会
議

日
日
附

家

庭
部
会

は
日
倒
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
養
成
実
行
委
員
会

“

「作
文」

第
2
次
審
査

おりJがとラ

愛ちゃん ι 希~くん

f可、，
む中央集開・・4島

この広報紙は、共同募金
の配分を受けて発行して

います。

日
日
出

第
5
回
健
全
育
成
部
会

日
日
同
「
ポ
ス
タ
ー
」
第
2
次
審
査

加
日
出

i
引
日
同

ジ
ュ

ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修
会

話
日
樹
九
州
各
県
県
民
会
議
事
務
局
会
議

却
日
開

青
連
協
旧
月
定
例
常
任
委
員
会

日
月
・.

1
日
同
マ
ラ
ソ
ン
事
務
局
会
議

日
日
同
少
年
の
主
張
全
国
大
会

問
日
岡
県
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会

平
成
M
年
度

波吉吉吉古 I-Li村牟真 樹中 長永田 竹 副白柴芝佐小小大 江今伊新新個
辺原次武里根上匠l子家 j京野野 篭永 島土田 藤林林庭副 富東井井 人

利 真 会
陣陽恵、 寛 光 千 英加 克 千春 重 紀聖!照 義 俊 美孝奈喜 健明 洋 員
史子美 将世里 一 子 太 巳 H青奈仁 利 悟身司 子 Il券之穂行 名子二 子 子 澗 〉

新
賛
助
会
員
名
簿

(7
月
5
m月
)

(福
岡
市
)

(
福
岡
市
)

(
福
岡
市
)

(
福
岡
市
)

(
福
岡
市
)

(福
岡
市
)

(太
宰
府
市
)

(太
宰
府
市
)

(福
岡
市
)

(福
岡
市
)

(福
岡
市
)

(直
方
市
)

(太
宰
府
市
)

(福
岡
市
)

(小
都
市
)

(福
岡
市
)

(福
岡
市
)

(福
岡
市
)

(古
賀
市
)

(福
岡
市
)

(
福
岡
市
)

(福
岡
市
)

(北
九
州
市
)

(福
岡
市
)

(福
岡
市
)

(福
岡
市
)

(糟
屋
郡
宇
美
町
)

(
福
岡
市
)

〈団
体
会
員
〉

制
福
岡
県
労
働
者
福
祉
協
議
会
(
福
岡
市
)

石
橋
印
刷
附

(
禍
阿
市
)

平成24年7月15日付け発行の広報紙

「若いなかま J184号において表紙の

「家庭の日 ・「オアシス運動j 最優秀ポ

スター入選者名が最優秀作文入選者名と

間違って掲載しました。正しい最優秀ポ

スター入選者は、中間市立中間北中学校

3年生 永島舞華 さん。また、最優秀

作文入選者は、中間市立中関東中学校 1

年生 木村直偉 さんです。入選された

生徒の方々、関係者の方々 には、大変失

礼を しました。改めて訂正させていただ

き、心よ りお詫び、申 し上げます。

184号の訂正とお詫び、広報紙

青少年の健全育成のために

，賛助会員入会のお願い

次代を担う青少年の健全育成を図

るため、県民会議では、少年の主張

大会、「野外学習j、マラソン大会な

ど、様々な活動を しています。

県民会議の活動に賛同いただく

賛助会員の募集を行っています。会

費は左のとおりです。電話 (092-
643-6001)いただければ、資料を

お送りいたします。

ホームページ :http://www.fayd.jp/ 

ど賛助会員の年会費ー〉

個人 1口 1，000円

法人又は団体 1口 15，000円

特別賛助会員 1口 50，000円

A

去部報広議4
E
 

民県
• 

集編

こ
の
用
紙
は
、
森
林
資
源
保
護
の
た
め
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
。

ど納入いただく方法3
会費は、社団法人福岡県青少年育成県民会議の次のいずれかの口

座に納入 していただく か、県民会議事務局に直接ご持参くださし、。

西日本シティ銀行県庁前rt5長所(普通預金) 0163919 
福岡銀行県庁内支脂(普通預金)526475 
筑邦銀行福岡支庖(普通預金) 1597091 
福岡中央銀行本府(普通預金) 1030569 
県庁内郵便局郵便為替口座福 岡 01700-5-4057

原

子

赤
え
ん
ぴ
コ

「
パ
パ
の
将
来
の
夢
は
つ
・
」
と
、
父

親
に
聞
く
娘
。
父
親
は
「
パ
パ
は
も
う

:
・」
と
、
一
瞬
戸
惑
い
言
葉
を
飲
み
込

む
V
こ
れ
は
あ
る
企
業
の

C
M
の

一
コ

マ
で
あ
る
。
記
憶
に
あ
る
読
者
も
い
る

か
も
し
れ
な
い

V
8
月
日
日
に
行
わ
れ

た
囲
碁
大
会
の
「
ふ
れ
あ
い
囲
碁
教

室
」
で
も
同
じ
よ
う
な
光
景
を
目
に
し

た
V
初
心
者
向
け
の
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
安
田
プ

ロ
の
提
案
で
お
互
い
の
対
戦

相
手
に
名
前
と
年
齢
、
夢
を
聞
い
て
、

対
戦
が
始
ま
る
。

5
歳
の
女
の
子
や
小

学
生
か
ら
「
夢
は
何
で
す
か
?
」
と
聞

か
れ
て
、

言
葉
に
窮
す
る
大
人
た
ち
の

表
情
は

C
M
の
パ
パ
に
似
て
い
た

V
私

た
ち
大
人
は
い
つ
か
ら
夢
を
語
る
こ
と

を
や
め
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
つ
-V

大
人
に
な
っ
て
も
夢
を
持
ち
続
け
て
い

い
は
ず
な
の
に

V
C
M
の
パ
パ
は
、
娘

に
気
づ
か
さ
れ
「
も
っ
と
輝
い
て
も
い

い
ん
だ
。
も
っ
と
輝
こ
う
!
」
と

C
M

は
終
わ
る

V
自
分
自
身
を
振
り
返
る

と
、
楽
し
み
ゃ
目
標
は
あ
る
が
「
将
来

の
夢
」
に
は
前
述
の
大
人
と
同
じ
で
あ

る
V
改
め
て
「
夢
」
を
探
し
て
み
る

と
、
サ
ッ
カ
ー
に
ひ
そ
か
な
夢
を
持
っ

て
い
る

V
地
元
チ

l
ム
や
J
リ

l
グ
だ

け
で
な
く

ヨ
ー
ロ

ッ
パ
サ
ッ
カ
ー
の

フ
ァ
ン
で
も
あ
る
。
サ
ッ
カ
ー
発
祥
の

地
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

・
プ
レ
ミ
ア
リ

l
グ

の
試
合
を
ラ
イ
ブ
で
見
て
み
た
い
。

V
8
万
の
観
衆
に
専
用
ス
タ
ジ
ア
ム
そ

れ
が
マ
ン
チ
ェ
ス
タ

l
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド

の
ホ

l
ム
「
オ
ー
ル
ド
ト
ラ
フ
ォ
ー

ド
」
で
あ
れ
ば
な
お
良
い

V
夢
の
夢
だ

け
ど
、

C
M
の
言
葉
に
勇
気
を
も
ら
っ

て
、
口
に
す
る
と
少
し
夢
が
近
づ
く
気

が
し
て
き
た
V
夢
が
夢
で
終
わ
る
か
も

し
れ
な
い
け
れ
ど
、
夢
を
持
つ
こ
と

は
ち
ょ
っ
と
人
生
を
豊
か
に
す
る
。

ち
ょ
っ
と
元
気
に
な
る
。
想
像
力
を
豊

か
に
し
て
く
れ
る
。

広
報
部
会
委
員

馬
場

印刷.高木印刷社 |
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